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【はじめに】
当薬局では以前より必要な情報を提供する

ために様々なパンフレットの収集や指導せん

の作成に取り組んできた。

しかしながら薬局の収納スペースには限り

があり、必要とされる情報を、網羅する資料

を紙媒体で保存するには無理があった。

そこで様々な情報を電子的に保存するシス

テムを構築する必要性を痛感していた。
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【目 的】
1.「すべての人にやさしい薬局」を実現する

ために、あらゆる患者さんのニーズに応
え、必要なときに必要な情報を提供でき
るシステムを構築する。

2. 薬剤師の経験年数にかかわらず、患者さん
に一定レベルの服薬指導を行うための補助
的なツールとして薬剤師のレベルアップを
はかる。

３.委員会主体による全店薬剤師の共同作業
で情報の共有化をはかる。
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【開発の流れ】
① 委員会メンバーを中心に、システム機能の

基本構造を決定

② カテゴリー分類・画面レイアウトの決定

③ 指導せんの収集・作成および内容の検証

④ キーワード検索のためのキーワードの検討

⑤ 各薬局での使用開始

⑥ システム改善と指導せん内容充実のため、

薬剤師にアンケート調査

⑦ アンケート結果に基づき、システムの改善

および指導せんの追加を継続
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システムの場所
→ ホームページの社員専用サイトを利用

（全店舗で常に最新の情報が共有できる）
（電子薬歴と同じパソコンでの閲覧が可能）

指導せんの取り込み
→ PDFに変換して

登録専用サイトよりアップ

指導せんの印刷
→ 基本的に薬情を印刷しているプリンターと共用

システムの機能

指導せん登録画面
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保存データ
→ 製薬会社等の指導せん

◎疾患に関する指導せん（高血圧・糖尿病 など）
◎薬剤別指導せん
(外用薬の使用法・小児の服用方法・第一類医薬品など）

→ オリジナルの指導せん
◎すずらん食通信（栄養士と共同で毎月作成）
◎各店舗で作成した指導せん

保存データの内容と分類

分 類
→ 疾患別

◎ ・ ・ ・ ・ ・
→ 薬品別

◎ ・ ・ ・
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画面レイアウトおよびカテゴリー図

全 指 導 せ ん

疾 患 別 指 導 せ ん

薬 剤 別 指 導 せ ん

• 内服
• 外用
• 小児
• 医薬品別
• 第一類医薬品

キ ー ワ ー ド 検 索

疾
患
別
大
分
類

疾
患
名

• 全般
• 病態
• 食事
• 運動
• 生活
• くすり
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服薬指導中に対話しながらも即時に適切な情報が選択できるよう
キーワードで検索し、関連した指導せんを一覧できるシステムを
構築した。

キーワードを
ここに入力

（例：高血圧）

全指導せん 検索ページ

クリック

キーワード・・・・
「収縮期血圧」・「測定」
「糖尿病」など
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疾患別の①大分類カテゴリ → ②疾患名 →③ 全般、病態、食事
運動、生活、くすりの６項目に分類。

③

疾患別指導せん 検索ページ

①疾患別
大分類

②疾患名

クリック

電子薬歴
貼り付け用
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＜使用した指導せんの種類＞

＜疾患別利用状況＞

疾患別
306

薬剤別
55

食事
147

全般
67

生活
54

病態
17

運動 14 くすり 14

外用
24

内服
15

小児
8

薬剤別
6

一類医薬品 2

＜薬剤別利用状況＞

システム改善と内容充実のため薬剤師にアンケート実施
＜アンケート集計期間：7月25日～9月15日 総枚数：３８３枚＞

アンケート用紙 アンケート集計結果

薬剤別
55

疾患別
306
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≪なし…回答≫
・Ｃ型肝炎について
・重篤な副作用の初期症状
・偏頭痛 トリプタン系薬剤の服用のタイミング・グラフ説明
・生活習慣病関連の食品成分表 など

薬剤師からみた システムの有用性と患者様の反応について

と
て
も

評
価
で
き
る

評
価
で
き
る

普
通

あ
ま
り

評
価
で
き
な
い

ま
っ
た
く

評
価
で
き
な
い

大
変
良
い

良
い

普
通

あ
ま
り

良
く
な
い

ま
っ
た
く

良
く
な
い

≪必要とした指導せんの有無≫

あり

なし 総枚数=383枚
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◎薬局に未在庫の薬もスムーズな服薬指導ができた。

◎視覚に訴えることで、患者様の理解度を深めるのに

有効であった。

◎よりプライバシーに配慮した服薬指導ができた。

◎必要な情報を探す時間を短縮でき、状態に応じた情

報をタイムリーに提供できるケースが増えた。

◎ご家族も含め、健康全般についての相談を幅広くし

てもらえるようになった。

◎検査項目の意義や生活指導せんなどの説明で、病識

や薬識が改善したケースもある。

◎全般的に薬剤師個々の意識が向上した。

服薬指導の質の向上につながった

アンケート結果もふまえた考察（良かった点）
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◎本来の目的である 希少疾患など頻度の少ないものが不十分。

◎栄養面の相談を受けることも多く、食品成分表（亜鉛、鉄分 など）
やサプリメントについて充実させる。

◎薬剤師にとって必要不可欠なコミュニケーションツールとして育て

ていく必要がある。（利用する薬剤師が目的を十分理解していない

ケースがあった。）

◎薬剤、疾患の新しい情報や不足している情報を常に更新する連携

体制を作る。（委員会中心に全員参加）

◎実用に則したカテゴリー分類の変更が必要。

1. 医薬品別指導せんを大分類に独立させる

2. 各店舗ごとの医師の指導方針に添ったオリジナル指導せんを

独立させる。

◎指導の記録を自動的に電子薬歴に反映させ継続性を目指す。

アンケート結果もふまえた考察（今後の課題）
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